別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：刑事警察費
	事業名: 科学捜査支援システム管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


                                  （この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　　　　警察本部　刑事部　科学捜査研究所　電話番号：058-271-2424（内4711）

　　　　　　　　E-mail：c18870@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：13,521千円（前年度予算額：13,493千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  鑑定作業に不可欠なＸ線マイクロアナライザ及びガスクロマトグラフ質量分析システムは、それぞれ７年間のリース契約により借上げ使用している。
（１）Ｘ線マイクロアナライザ
事件・事故現場等の遺留物に対し、電子顕微鏡による高倍率での観察や、金属成分検査が可能である。

７年間のリース契約が平成25年２月末で終了するため、鑑定技術レベルの維持、高度化のため、新機種による７年間のリース契約を締結する。

（２）ガスクロマトグラフ質量分析システム

捜査活動で押収した粉末等の物質や尿、毛髪等の生体資料等について、薬物鑑定が可能である。
　
	２　所要経費


　科学捜査支援システム管理に要する経費

（１）Ｘ線マイクロアナライザ管理費　　  　　　    7,224千円
リース期間　平成18年3月～平成25年2月

      更新　平成25年3月～平成32年2月

（２）ガスクロマトグラフ質量分析システム管理費　  6,297千円
リース期間　平成19年1月～平成25年12月

　　　　　　　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
· 捜査力を充実強化し、新たな犯罪の発生時に即座に対応する
	２　これまでの取組状況


　　犯罪の立証、公判維持のため証拠能力の高い科学鑑定が要求されている中、リース機器を100％活用し、適正な鑑定業務を行っている。
　　
	３　これまでの取組に対する評価


　　科学警察力の強化は、警察活動にとって不可欠であり、現行リース機器を活用してこの要請に対応しているが、契約期間満了時には、より高度な鑑定業務を推進するため、最新の機器を整備する必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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